



The Relations between the Self-acceptance and the Sense of Authenticity and the Sense 















  This study examined relationships between self-acceptance, authenticity, and acceptance among close others.　Par-
ticipants were 216 female undergraduate students; they completed scales measuring self-acceptance, authenticity, and ac-
ceptance from close others （e.g., family, friends, teachers）. Participants were divided into the following groups: 1） 
high sense of acceptance, 2） emphasizing private relationships, 3） low sense of acceptance, and 4） moderate sense of 
acceptance. Key results were as follows. Self-acceptance and authenticity were significantly greater in group 1 than in 
group 3. Acceptance from family members was positively correlated with self-acceptance in group 1, tendency to focus 
on one’s undesirable attributes in group 2, and self-acceptance and authenticity in group 3. Self-acceptance and authen-























































































































































































































Table.2  自己受容尺度の因子分析結果（主因子法 ,promax 回転）
質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
4. 自分の優れている部分を受けいれている。 .848 -.062 .077
1. 自分の素敵なところを素直に良いと言える。 .803 .003 .054
7. 自分の長所を素直に認めることができる。 .767 .071 .046
2. 物事を成し遂げたとき，自分の努力を認めることができる。 .741 .015 -.195
5. 物事がうまくいったとき，自分自身を自然に認めることができる。 .731 .036 -.033
3. 自分が周囲から高く評価されたとき，半信半疑になる。※ .496 -.155 .052
9. 良いところも悪いところも含めてこれが自分だと思える。※ -.037 .851 -.148
11. 自分自身を受けいれている。 .164 .747 .034
13. 自分の弱いところも自分の一部として認めることができる。 -.120 .671 -.044
8. 現在の自分を受けいれている。 .077 .652 .098
10. ありのままの自分でよい。 .036 .638 -.073
14. 人は人，自分は自分だと思える。 -.237 .510 .184
12. 全体として自分のことが受けいれられない。※ .137 .453 .124
16. だめな自分は変えたいと思う。※ .038 -.285 .637
15. 自分の短所はそれほど気にならない。 -.057 .138 .536
17. 自分の欠点や弱点はできることなら捨て去ってしまいたい。※ .051 .079 .527
18. 自分の不完全な部分にあまりとらわれない。 -.005 .233 .420
因子相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ




























平均値 標準偏差 最大値 最小値
自己受容 3.24 0.54 4.71 1.35
望ましい自己の受容 3.40 0.77 5 1.17
全体としての受容 3.67 0.68 5 1.43
望ましくない自己にとらわれない 2.24 0.67 4 1
被受容感　 家族 4.02 0.88 5 1
友人 4.26 0.72 5 2
先生 2.93 1.02 5 1
恋人 4.26 1.04 5 1
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1 ＞ 4 ＞ 2




*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
















































2 -.0247554 1.04296183 4 ＞ 3
3 -.4494108 1.02110407
4 .1315521 .75076363
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
注）F 値の自由度は，級間は 3 であるが，級内は 193 である。
クラスタ
???????????





















































*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
注）F 値の自由度は，級間は 3 であるが，級内は 193 である。
クラスタ
????????????????

































2 -.1369243 .98127958 1 ＞ 3
3 -.4486436 .78251364
4 -.0258911 .82198752
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
注）F 値の自由度は，級間は 3 であるが，級内は 193 である。
クラスタ
??????????
























































































































































































































































クラスタ 全面的高群 プライベート重視群 全面的低群 全面的中群
β β β β
独立変数
被受容感：家族 .197 -.067 .171 .163
友人 -.027 .198 .219 .303
先生 .158 .070 .207 -.246
R² .038 .061 .099 .109
従属変数：自己受容「望ましい自己の受容」因子
*p ＜ .05,**p ＜ .01,***p ＜ .001
Table.10  「全体としての自己の受容」因子を従属変数としたクラスタ別の重回帰分析結果
クラスタ 全面的高群 プライベート重視群 全面的低群 全面的中群
β β β β
独立変数
被受容感：家族 .352 * -.005   .396 * .187
友人 -.148 -.038 -.024 .145
先生 .158 .243 -.211 .173
R² .110 .057  .208* .063
従属変数：自己受容「全体としての自己の受容」因子
*p ＜ .05,**p ＜ .01,***p ＜ .001
Table.11 「望ましくない自己にとらわれない」因子を従属変数としたクラスタ別の重回帰分析結果
クラスタ 全面的高群 プライベート重視群 全面的低群 全面的中群
β β β β
独立変数
被受容感：家族 .273   -.365 ** .232 .127
友人 -.229 .172 -.001 .110
先生 -.122 -.078 .062 .170
R²  .156 *  .169 * .056 .047
従属変数：自己受容「望ましくない自己にとらわれない」因子








β β β β
独立変数
望ましい自己の受容   .374 **   .419 *** -.067 .165
全体としての自己の受容   .320 *   .440 ***   .489** .501***
望ましくない自己にとらわれない .019 .097 .084 -.150
R²   .375 ***   .613 ***  .248 *   .307***
従属変数：本来感 







望ましい自己の受容  .544 *** .662 *** .166 .291*
全体としての自己の受容  .523 ***  .682 ***  .492***  .510***
望ましくない自己にとらわれない .237 *  .362 ** .229 -.021





















β β β β β
独立変数
被受容 恋人 .166 .274 * .098 -.077 .133
R² .028  .075 * .010 .006 .013
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